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2015-11-30    シンポジウム 

⾼校保健・副教材にみる専⾨家の倫理と責任―データ改ざんと出産誘導 

「スターティング・ファミリーズ」調査 

について 

⽥中 重⼈ (東北⼤学) 

http://tsigeto.info/15v 



 

| 2 

 

 

 

 

 

 

 

⽇本家族計画協会 

『家族と健康』 

2015 年 3 ⽉号 



 

| 3 

Starting Families 調査     (資料 1) 

●IFDMS とも  

●カーディフ⼤学 (J. Boivin)  

●メルクセローノ (製薬会社)  

●2009-2010 年  

●18 か国、12 ⾔語  
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Human Reproduction 掲載論⽂ 

Bunting L., Tsibulsky I, and Boivin J (2013)  

“Fertility knowledge and beliefs about fertility treatment: findings 

from the International Fertility Decision-making Study”.  

Human Reproduction. 28(2): 385-397 

DOI:10.1093/humrep/des402  
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問題点 (1) 対象者 

対象 18 か国中…  

⽇本とロシア: 調査会社による社会調査パネル  

インドと中国: 社会調査パネル + クリニックで配布  

その他: オンライン調査  

           (Google/Facebook 広告、不妊関連サイト)  
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http://web.archive.org/web/20090712035823/http://www.startingfamilies.com/ 
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問題点 (2) 調査票作成過程 

●英語で作成  

●予備調査  

●翻訳  

●地元専⾨家がチェック  

●調査実施 ← 英語以外は予備調査なし!  
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問題点 (3) 妊娠知識尺度 (CFKS) の構成 

13 項⽬の合計 (別紙資料 2)。  

●正答 →1 点  

●誤答 → 0 点  

●「分らない」→ 0 点  

質問がわかりにくいと点数が下がる  
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Bunting et al. (2013, p. 392) Figure 1
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なぜ男⼥差がないのか? 

質問⽂の問題?  

●知識があっても答えられない  

●知識があるとまちがう  
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資料はどこに? 

●論⽂、報告書等に記載なし (資料 1) 

●http://www.startingfamilies.org  

転送先に情報なし  

●http://www.startingfamilies.com     

期限切れ  
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⽇本語版調査票 

Boivin 教授から直接⼊⼿ (PDF)  

●全 17 ページ  

●男⼥別だが、内容はほとんど同⼀  
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調査票全体の構成 

I: 背景   

II: 親となること  

III: 受精および妊娠の試み 

IV: 不妊治療関連意識  

V: 社会状況・健康・態度等 
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⽇本語版 CFKS 項⽬ 

資料 2 参照  


